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Abstraet

Recentry.the damage dlユe tCIelectrolys王sand c9rrOSion of t:he11ndergrollndpower

SyStem Cable hasb3enin(汀eaSing owing t()theleakage current fTOm electric rail-

road,and variolユS me七hods are adopted to protect the system.B11t aS the po3itive

eliminat,ion of the ca11Se S3emS Very di魚c111t,prOteCti‡唱method onlyisleft to be

consideごed.

The writer占have been engagedin researching theco汀03ion･prOOfcablessincelast

few yeaTS,and the following are theTeSlllt.s obtained.

(1)Theins711ati〇n reSist.ance of water-PrOC.f cotton tape whichis treated with

SpeCial:ru.bber compoundis sup〇rior to t,hat of the bitt.umi‡io11Simpregnated cotton

tape.

(2)Theinsulation re昌istance of七he corro3ion-prOOflayer ofnon-alkaligla8Stape

and visco11SCOmpOundofspecialcc)mP〇Sitionisslユperior to thelayeroftheorganic

fabric tape and co皿pO11nd.

(3)Thelayer whichislappedon thesheath ofcablebytheuntreatednon-alkali

glass tape andperfectlyimpregnated by the visc()uSCOmpCI11nd showsahighin凱11an

tion resistance for along time.

〔Ⅰ〕緒 R

我国に於ける

ほ著しい｡

害発生件

また

力及び通信ケ←ブルの竃蝕による被害

例えば電通省所有全匡地下ケ←ブルの 蝕被

は昭和23年に479件､昭和24年に475件

力会社所有全国地下ケーブルのそれは昭和24年

に87件､昭和25年に119件を算している(1)｡この電蝕

被害件数は 通省の統計によると全事故件 の約20%,

力会社のものでは約10%を占めている｡終戦後は保

守が不完全であったこと､又今筏に於ては軌道

影響等で 洩電流

ー
l
＼多が

化の

なり､その被害もますます多く

なることが予想される｡被害者側はその対策としてケr

ブルの排流法､低 位金属体の接続､絶縁按読､防蝕被

覆等を行っているが､これらの中防蝕被覆を除く大部分

ほ現場の諸条件に左右される場合が多く､特に適確に防

蝕効 を期待することは難しいと云われている｡ 従って

日立製所作日立電線工=象

防蝕被覆についてほ相当の困難を伴うものであるが新ら

しい防蝕ケーブルに大きな期待が寄せられている現状で

ある｡

昭和24年に至り､これらの研究機謂が電気学会､′霞

気通信学会､ 気協会､水道協会､瓦斯協会､鉄道 化

協会の6団体により編成され､第1,2,3各専門小委員

会制にて富蝕間竃に関する研究を行っている｡特に第3

小委員会に放て､防蝕ケーブルを主体としてその研究が

行われている｡

ケーブルの諾安着側の声として特に腐蝕の甚しい地域

に於てほ二重鎗被ケーブルを布設するとしても､一揆的

にほ価格の安い昼防蝕ケーブル(蔵維質物質と絶縁塗料

とを併用したもの)を使用する傾向が強い｡

最近に至り 縁の安定性の点で価格ほ高くなるが合成

ゴム或はPVC等による絶 鉛被方式を採用されるよう

になってきた｡これらについても既に実験を行い納入し

た実績もあるが､別の機会に報苦したい｡
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〔Ⅱ〕鎗 彼 の 腐 蝕

(り 凄艶の種類及び型

ケーブルの事故は外傷と鈴蘭腐蝕がその大部分を占め

殊に電解鰐蝕(以下

であることは 調査妄

蝕という)によるものがその殆ど

戸果(2)が明瞭に元している｡次に地下

ケーブルを布設した場合の腐蝕についてその大要を説朋

する｡

腐蝕ほ次のように

(A)電蝕

分 することが出来る｡

鉄よりの漏洩電流による 気分解に

流が流出する箇所にケーブル鉛被があり､その鎗

被が20Ⅰ‡→H20+0 なる反応中の発生期酸素の作用に

基いて腐蝕される(3)｡

換言すると流出 密度の大なる所程発生期の酸素が

多く､従って高級酸化物が生じ易い｡即ち大部分はPbO2

(褐色)に変化するのである｡

(B)自然腐蝕 鎗被の表面上に於ける物理的(機

械的歪､組成の不同)不均･一に基いて局部毎に電位差が

あり､これがため局部に電池を形成しその局部 こ

り腐蝕が発生する｡この場合PbO(黄色)に変化する場

合が多い(3)(4)｡

(C)化学腐蝕 土壌中の水蒸気､炭酸ガス､揮発

性酸等及び媒介申の酸､アルカリ､塩等により隣蝕す

る(3)｡

次に隔蝕型であるが､実際的には非常に複雑であり､

マンホトル内の潜水のCl/,CO3//の量及びそれらの比

及び電流密度によりj欠の型に 分; される(3)(4)｡

(a)A塾 保護皮膜発生し､院蝕進行停止するよ

うな状態のもの｡

(b)B塑 隋蝕核発生し､穿孔性点蝕をなす状態

のもの｡

(C)C型 均一に腐蝕の状態をなすもの｡ PbO2

は生じない｡

(2)電鉄に影響を与える田子

電蝕量は原理的にはファラデーの法則に従う｡

第1法則 解するイオン量は電解液を通過する 流

畳に比例する｡

第2法則 同量の電流量により分解せられるイオン量

ほ化学当量に比例する｡

即ち次の関係式となる｡

ⅣのどZど………………………･(1)

ll､

2

Z

′

電解量(

通過 流

蝕量)

電気化学当量

電流通 時間

第34巻 第9号

然るに､当面する冠蝕現象は 際的には複雑な二次的

作用があるので､上記の関係とは相違してくるものであ

る｡即ち次に述べる諸因子により臭ってくる｡

(1)電流密度(2)土家中の温度(3)湿度(4)

埋設の深さ(5)酸素量(6)電解液(7)電車線

の定期的極性の変換等である｡

さて上記諸因子中で 蝕を決定的に左右するものは電

流密度であり､紛被よりの流出

蝕を防止することである｡この

に測定することは困難であるが､

氏(2)ほ次の式を与えている｡

即ち鉛被の耐用年数エほ

J.･
′/1 ′/一

浸蝕の深さ/1年→c

.･しヾ

●/-.l.ヾ ′/-.･卜■

流をなくすることが電

流密度は直接かつ正確

いままでの研究で岩佐

J

Cf)【33860･2×goJ▲ヂ

となり､

従って許容流出電流密度らは

毎=
7望ざ____

33860.2×〃比

となる｡但し

ノ.:

､-/-:

fo;

､P;

C

…‥(2)

‥･(3〕

厚さアcmの鉛被が

での年数

鈴被厚(Cm)

蝕によって貫通するま

許容流出電流密度(A/(オ椚2)

腐蝕穿孔率(実際上より得た儒蝕穿孔の深さ

上より得た腐蝕減量が､供試鉛被面に

均一に浸蝕されたものと､仮定して得た浸蝕

の深さとの比の百分率)

実際上より得た閣蝕減量

罵蝕能率( 腔;上よりの腐蝕減量とファラデ

ーの法則より理論的に算出した腐蝕減量との

比の百分率)

鈴徴表面積

鉛被の比重

である｡

実験結果より推定した許容流出 流値は鎗被の寿命を

25年と仮定すると約0.015mA/血3程度である(巴)とい

われている｡

叉山口氏(5)が､電蝕障害発生の危倹があるといわれて

いる値は､ケトブルの使用年数を20年とすれば､厚さ

2mmの鉛被の場合には0.01mA/d肌2程度以~Fとしな

ければならない｡かりに0.5mA/めがの流出 常が流

時流れているとすれば､半年後には障害の発生する危険

があるといわれている｡

ィ慶戸

ふ､
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〔Ⅲ〕電蝕防止法

前に ベたように､電蝕は程度の差はあっても或程度

はさけ得られないようである｡これを防止するには電鉄

布設側､ケ←ブル布設側､ケーブル黎造側と､各々の立

場よりその防止方法忙ついて研究されなければならな

い｡

一段的に 鉄布設側では

(1)軌道床の漏洩抵抗増加

(2)帰線抵抗の減少

(3)変電所鏡 区域の縮少

(4)陰極昇圧磯の設備

(5)電車線の極性変換

等である｡

叉ケーブル布設側では

(1)排流法

(2)低 位金属による接地

(3)保護被膜を生成させる方法

(4)絶縁接続法

(5)導電性防蝕塗装

(6)金院体による

(7)防蝕ケーブルの採用

等である｡

ケ←ブル布設側では､最近おきる 飯事壱如こ対して､

その防止対策を如何なる方針で進むべきか未だ判然とし

ていない状況で､防蝕ケ←ブルには大きな関心がはらわ

れている｡

〔Ⅳ〕防蝕ケーブルの種類と現状

(り 種 類

防蝕被覆は機械的に安全であり､しかも絶縁性があり

化学的に安定であることが必要である｡

現在防蝕ケーブルの型式は多くの種

すれば第l表の通りである｡

があるが､大別

又米国に於ては､以前アスファル†混合物と､これを

浸潤したキャンバステ←プを鉛被上に巻いたものが使用

され､次にゴムテ←プに移行したが(6)､最近に至っては

殆どネオプレンテ←ビング式のものが採用され､次にチ

ュービング式の塩化ビニル､ポリエチレン､ネオプレン

が用いられている(7)｡

一方防蝕層の絶縁抵抗の大小により､重防蝕と軽防蝕

とに分ける革も一案として考えられる(8)｡防蝕ケーブル

委員会では､屈曲浸液試験に放て､絶縁抵抗値が､前者

は1MJl/m,後者ほ10,000∫1/mを､大体その標準と考

えられた｡これらの種類のものは､布設場所即ち電蝕の

発生予測調査にもとづいて､種々使い分けられている｡

第1表 防 餞 ケ ー ブ ル の 極 ≡頃

Tablel.TypesofCorrosionPreventionofCables

種 額

一重鉛毒反

防蝕ケーブル

鋼帯鑑真

防蝕ケーブル

二重鉛被

防蝕ケーブル

構 造

(1)

(2)

(3)

(4)

ゴム系を主体としたもの

アスファルト系を主体としたもの

樹脂系を主体としたもの

合成樹脂及び合成ゴム系を主体と
したもの

:(5)ゴム系アスファルト系の混合を主

l
体としたもの

(6)各種有磯無機繊維質を主体とした
もの

;(7)その他以上を数種組合せたもの

アスファルト系その他の防蝕塗料を十分

■合浸した耗テープ又は綿テープを巻く

1(鉛版上､層間にほ防餞塗料を塗布)

鋼帯鎧装ケーブルと同様の構造で､その

上に外部鉛被を施す

(2〕現 状

防蝕ケーブルとして今後問題になるのは主として管路

引込用ケーブルについてであろう｡直増される鋼帯鎧装

ケーブルは､鋼帯の 気

蝕してしまうまでは殆ど

用が大きく､鋼帯が隣

傲の心配はない(5)といわれて

いる｡例えば中部電力では直埋用鋼帯鎧装ケーブルに手

を加え管路用として使用し､10年間恵飯事故がなかつ

たという 例がある(9)(10)｡

アスファルト系の防蝕塗料に紙綿帯を混用するものは

従来数多く製作されたが､有機質繊維を骨子とするだけ

に劣化が早く不十分であり､現在は管路引込用としては

殆ど使用されない｡従ってこれを改善する意味でガラス

テープを使用することが大切である｡

一方通 ケーブルに於ては塩化ビニル､ポリエチレン

等が使用され､更にこれらは鉛被代用としても研究が進

められている｡

動力ケーブルとしては従来からゴム被覆が使用されて

いたが､最近に至りネオプレン防蝕が数多く使用される

ようになった｡ネオプレンほ機械的に極めて強馳であり

特に耐油､耐候性にすぐれた特長がある(11)｡またポリア

ミド樹脂(11)も採用されているが､これほ耐摩耗性にすぐ

れているのでこの使途も考えるべきである｡

軽防蝕は前 のようにアスファルト系塗料と繊維質材

料で絶縁性をもたせる関係上､均一性と繊維質の吸湿性

の問題があり､使用する塗料､塗布方法､テープ処理条

件､巻き方等によってその性能が左右されるので慎重を

要する｡

この種 のケーブルは証文畳も相当にあり､現在迄多
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くの試作を行った｡テ【プがガラス級維質のものは有機

質のものより可掟性その他に難点があるだ桝こ､上記の

目的に添うには作業上に しさがある｡しかし種々検討

試作した結果一応の結論を得て､各種肪蝕ケーブルを製

作納入したので次に結果の一例を云すことにする｡

〔Ⅴ〕ケー ブル防蝕層の構造

束報告は一股に軽防蝕といわれるものの一部で､紙綿

帯及びガラステープに特殊選書質塗料を使用したものに

関するものである｡特殊渥音質塗料は特に遠道し､精糖

性のものを主成分とし､これに重質鉱油を加えたものを

層聞及びガラステープ処理に使用した｡又統轄帯を処理

した は重質鉱油を主成分とし､これに渥音質塗料及

び少量の樹脂を配合したものである｡

ガラステープには､アルカリガラス系と無アルカリガ

ラス系との2寝装あり､アルカリガラス系は､価格は安

いが､処理しても電気的性能は､無アルカリガラスに到

底及ばない(12)｡従って本防蝕 のように､ :気的性育巨に

重点をおかれているものは､無アルカリガラス中の微量

のアルカリについても吟味し､織り方にも慎重を期した

ものを用いた｡

塗料の配合は第2表に云す｡ノ但し綿テープはNo.1

を除いた他は､防水性綿テ←プを使用した｡

第2表 塗 料 の 配 合

Table2.Components of Compound

塗料の種別

層間塗布及び
ガラステープ

処 理 塗 料

耗綿布合浸塗
料

選者質:重質鉱油l樹脂
(%)l(%) (%)

97

35 60

第3表 供

性 状

軟化点 820C

針入定18皮

5■葦露語翫

試 料

評 論 第34_巻 第9号

その他､無処理のガラステープに上記層間塗料を十分

施したもの､ガラステープにワニスを処理したもの及び

ワニスシルクテープを併粍したもの等種々組合せ､次の

6に
ゝへ一ノ

よ

10N

の構造を有する防蝕ケーブルを作った｡

鎗被+紙十含浸綿テ←プ

No.2 鎗被+紙十防水性綿テープ

No.3 鉛被+無処理ガラステープ+防水性綿テ←プ

No.4 鎗被+ワニス処理ガラステープ十塗料処理ガ

ラステープ+防水性朗テープ

No.5 鉛被+ワニスシルクテープ+塗料処理ガラス

テープ+防水性綿テープ

No.6 紛被+塗料処理ガラステ←プ+防水性綿テ←

プ

但L､各層間にはすべて上記塗料を塗布した｡

防蝕層厚はNo.1,2は約1.5mIn,No･3～6-一ほ約

2mmである｡構造寸法は第3表に云す｡

これらの構造を応用して製品を納入した｡一例を示せ

ば次のようである｡

第1図 C 社 納 防 蝕 ケ ー ブ ル

Fig.1､Corrosion-ProofCableSuppliedtoC.Co.

の 構 造

Table3.Construction of Corrosion-Proof Layer of Testing Cables

＼＼＼-､_＼_試料

防蝕層の

加工順位

番
号

≦沿 被

合 浸 耗 テ ー プ

無処理ガラステープ

ワニスガラステープ

ワニスシ/レクテープ

処理ガラ ステープ

合 浸 綿 テ ー プ

防水性綿テープ

(盈)!(慧慧)'(蕊)(禁晶盈)■(監禁)■(盈)(慧慧)l(盈)l(慧慧)(盈)(慧慧)
■

21.0 :27.0

0.8■22.6 0.8!28.6

0.7 24.0

27.0

1.6 30.2

27.0 27.0 27.0

0.8 28.6 ~

0.6買28.2

0.8 30.2 0.8･29.8 1.6.30.2

0.7 30.0 0.6 巳31.4 0.6 31.4.0.6 31.0 0.6 31.4

､
､
-
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第4表 応用製品の辟造 Table4.Construction of Products

備考 A社用綿テープは合浸締テープ､B社用綿テープは防水性綿テープである｡

A社 No･1の構造を娘心儲憫上に施し､耕斗介在

と共に撚合せ､重油を含浸した黄麻テープを巻いたもの

B祉 No･2の構造を線心威儀上に施し､患受斗介在

と共に 合せ､渥音質 料を含浸した綿テ←プ3枚を巻

いたもの｡

C 社 No･6の構造を線心鉛磯上に施し､恕巨斗介在

と共に撚合せ､塗料処理ガラステープ及び含浸綿テープ

を巻いたもので､第=図ほこれを示す｡応用製品の構造

寸法は第4表に示した｡

〔Ⅵ〕実験法と結果

実験法は､親格JEC121に準じて行った｡即ち1.5

m～2mの試料を
5～10つC の水中に1時間冷却筏鉛徴

外径の約12倍の冶二径を有する円筒外用に2回往復屈蘭

を行った彼､0･5%の食塩水又は0.5%苛性ソーダ水

液に浸漬し､直偏法により鉛■鮮浸液問の絶 抵抗を測宝

した｡規格ほ2時間後のものについてその値を判定する

のであるが､その彼の傾向を見るため100時間まで連続

して測定を行った｡

測定の結果は第2図に示す通りである｡応月]黎晶は撚

合したままのケ←ブルを撚合外径の約12倍の直径を有

絶
縁
抵
抗
助

第2 図

Fig.2.

試料屈 曲 後 の 浸 液 絶 縁 抵･抗

Insulation Resistance of..Corrosion

Prevention Layer･OfTesting Cables

B■endedinO.5%Caustic Soda or O.5

%Salt Solution

する円筒の外周に2回往復屈曲を行い

前記試料と同

感
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したもので､

100時間連続測定を行った｡測定結果は

第3図に示す通りである｡測定温度は親格に準じ浸漬後

2時間までは400C,その後は常温にて行った｡

浸液は食塩水と苛性ソーダを使用したが､その差は従

来の実験では殆ど められない｡応用製品についてほ特

に浸液に指定があり､この予備実験である試料の試験は

同一浸液を使用し､その他のものほ亜柊に じ食塩水を

使用した｡参考として､普通の鋼帯鎧装ケーブルの結果

を第3図に併記した｡

〔Ⅷ〕結果の検討

第2図に見られるように測定値は従来の防蝕ケ←ブル

と同様若干の変動が見られる｡各試料の実験結果より推

察出来ることは下記のようである｡

(り 防鉄屑構造上の考察

(A)一段に紙綿帯の防蝕よりもガラステープ処理の

方が性能ほすぐれている｡しかし後者でも数時間にして

絶縁抵抗が低下していることは浸液が浸透することを意

味するものであるが､20～30時間でほぼ一窯となってい

る｡

絶
縁
抵
抗
駒

第3 図

Fig.3.

応用製品屈曲後の浸液絶縁抵抗

Insulation Resistance of Corrosion-

Proofed Products 二Bendedin O.5%

Caustic Soda or O.5%Salt Solution
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(E)上 ように浸液が

立

透することほ､防蝕層中

に空戦があることで､処理したガラステ←プを巻く場合

ガラステープが処理されたコンパウンドにより硬くなる

ので､ 程度はさけ得られないものである｡

従って無処理のガラステ←プを=しわ''なく巻き､そ

の間に十分に塗料を塗ったNo.3は実験結果の嘉すよ

うに非常に安定したものを得る 出がとこ

(C)上記のように"しわ''をなくすることに意を用

い､比較的柔軟性のあるワニスシルクテープを､ガラス

テープに併用してみたが､今回使用した塗料と､シルク

テープとの親和性がないもののようで却って性能は悪く

なった｡

(D)ワニス処理のガラステ←プを使用したが､処理

されたテープが硬化し､ く場合空隙を生じ､浸漬後初

期に於てほ良い値を示したが､約1時間後に急激な低下

を示した｡

(E〕次に製品に応用した場合､最上の性能を示した

ものほC社納入品である｡これは前述のように､塗料処

理のガラステープを巻いた各線心を

ラステープ及び含浸綿テトプを

合せ､更に同一ガ

いたもので､A杜､B

社納入品よりも､軽防蝕層としては上位にあるものと思

う｡

(F)B社納入のものは紙綿帯防蝕層で､ごく｢股的

のものである｡これは約10時間後に低下の傾向を示し

C祉のものに比して劣っているが､鋼帯鎧装ケーブルに

比較すればはるかに優位にある｡

(G)A社納入のものも紙綿田の防蝕層であるが､B

杜納入品が防水性綿テープであるのに対して､これは前

述の含浸綿テープを使用したことと､ 合せした上に重

油で処理した黄麻テープを巻いたことに原因して､B,C

社納品に比し相当恋い性能を元している｡

(2)防蝕層の限界抵抗及び体積固有抵抗

各試作ケ←ブルについて限界抵抗と体積固有抵抗を簡

単に換 してみる｡

(A)防蝕ケーブルの限界抵抗値は一般に次のように

計算される(6)｡

.だ=

g

ん×10-3

但し ん=′×

忍=ケーブル1m当りの限界抵抗叫m

且=印加電圧(鉛被と周囲土壌間の電位差)Ⅴ

ん=1m当りの許容電流mA

∫=許容 流密度mA/血ヨ

A=1In当りの紛徴表面積Cmヨ

朗ま種々調査の結果.2Vとすることが普通とされて

諭 第34巻 第9号

おり(8)(13)､許容電流密度ほ既往の実験結果より 0.01

mA/血z2以下に保持されればよいといわれている(2)(8)｡

以上の方法により今回の試料につき計算をすれば第5

表の通りである｡この値は2-3×10JトCmでガラステ

ープの防蝕層は初期に於てこの値の約2,000倍で､優位

にある｡

第 5 表 防 餞 層 の 限 界 耗 炭 俵
Table5.PermissibleInsulationResistance

Of Corrosion Prevention Layer

Of Testing Cables

項＼■1
＼
か
料
番
号
■

鉛 被l≦沿被表

(mm)j(｡m糎)
21.0

27.0

27.0

27.0

27.0

27.0

許容電流0.01

mA/血コ
とした時の
1m当りの許

F容電畏A)
0.066

0.0847

0.0847

0.0847

0.0847

0.0847

限 界

抵 抗

･ニ=--

30,300

23,600

23,600

23,600

23,600

23,600

(B)次に試作ケーブルの絶縁抵抗の変化を体積周有

抵抗に換算すれば第6表の通りである｡

更に親柊値､即ち屈曲浸液2時間筏において0.1MJl/m

という値を･体積固有抵抗に換算すれば､4.53-6×10S

n【Cmとなる｡叉長期にわたり絶濠抵抗が10,00仙/Cm

の値を保持されれば殆ど

が(13)(14)､これを同

108n【Cm となる｡

蝕は起り得ないといわれる

の方法で換算した値は 4.53～6×

(C)今回試作したものの体積周有抵抗を親格値に比

較すれば､浸漬100時間後に於て試料 No.2,3,6ほ

親格値の100-1,000倍で優位にあり､試料No.1,4,

5ほ100時間後の値がこのまま持続されれば使用可能で

ある｡

また限界抵抗に対してはガラステープを使用したもの

は初期に於て約2,000倍になり､No.1試料はやや低

目になっている｡

〔Ⅷ〕 結 言

以上 蝕の概念と軽防蝕ケーブルの一端に就いて

たが､一段にこれらのケ←ブルは､前 のように涯音質

塗料と有機及び無機の政経質材料を使用されるので､均

一性と吸湿性が問題になる｡今回の報告は､これらの点

に十分留意して製作したものの一部であり､更に機械的

強度及び化学的安定性等今後の研究に待つ所が多い｡重

防蝕ケーブルについても研究の途上にあり､これらは筏

日報告することにして､今回行った実験については⊥応
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第6表 防 蝕 層 の 絶 縁:=抵 抗 及 び 体 積 固 有 抵 抗

Table6.InsulationResistanceandVolumeResistivityofCorrosion-ProofLayerofTestingCables

試料
番号

経 過 時 間

項 目

絶縁抵抗(M∫1/m)

固有抵抗(n〔Cm)

絶縁抵抗(MJl/m)

固有抵抗(nrcm)

絶縁抵抗(MJl/m)

固有抵抗(n-C皿)

絶縁二抵抗(Mn/m)

固有=除抗(良一CIn)

絶縁=既抗(Mn/m)

固有抵抗(n-Cm)

絶縁=抵抗(MJ叶m)

固有抵抗(n-Cm)

経 過 時 間

＼､､項
目＼､~､~､--＼＼

番号

∴
＼
､

絶縁抵抗(M叫m)

固有抵抗(良一Cm)

籠縁抵抗(MJl/m)

固有抵抗(n-Cm)

絶縁抵抗(MJl/m)

固有抵抗(n【CIn)

絶縁抵抗(Mn/m)

固有抵抗(n-Cm)

絶縁抵抗(MJl/皿)

固有抵抗(n〔Cn)

音邑縁抵抗(Mn/m)

固有抵抗(n-Cm)

0.0252

経

0.0173

1.74×103:1.2×10S

156.0

9,37×1011

70.6

2.98×1011

42.3

1.783×1011

0.0452

2.06×108

492.0

2.96xlO12

87.6

3.703×1011

57.8

2.44×1011

0.0298

1.355×108

87.0

3.68×1011

24

0.00257

1.78×107

5.83

3.3×1010

0.0206

9.2×107

81.3

3.44×1011

経

28

過

30.5

1.29×1011

0,028

1.18×108

1.7

7.18×109

次のことが云い得る｡

(1)今回使用した防水性綿テ←プは渥青質塗料を含

浸した綿テープよりも絶縁性は遠かに優位にある｡

(2)良質なガラステープに特殊な粘調性塗料で処理

したものと､各層問に同一塗料を使用することは､初期

に於て相当絶縁性を向上することが出来る｡

(3)更に安定性を得るためには無処理のガラステー

プを使用し､上記塗料を十分塗布することにより､これ

までの有機質繊維を骨子とするものより相当長期にわた

過 時

0.00945

6.55×107

447.0

2.68×10Ⅰ2

216.5

9.15×1011

46.2

1.95×1011

0.03

1.365×108

271.0

1.142×1011

時

48

1.4

8.32×10つ

0.007

4.85×107

692.0

4.16×1012

172.0

7.27×1011

1.94

8.2×109

0.0189

8.65×107

383.0

1.62×1012

聞

75

〔br)

24.8

1.05×10Il

0.0256

1.08×108

2.2

9.3×109

(br)

0.00254

1.76×107

680.0 317.0

4.09×10Ⅰ2 1.905×1012

88･O l 81･0

3.72×101113.42×1011

1.985×109!3.38×1｡8
0.019

8.05×107

24.2 4.92

1.022×1011;2.08×1010

100

0.00276

1.91×107

0.947

5.7xlO9

11.2

4.74×1010

0.0268

1.13×108

0.0092

4.18×107

1.99

8.41×109

って絶縁性を維持出来る｡

これらのケーブルをダク†引込に使用するには､更に

表面に滑性塗料を塗布し､直埋式では鋼帯鎧装と併用す

ることが望ましい｡

最後に太実験に絶えず御指導を薄いた山野井､内藤両

部長､間瀬､久東南課長､測定に御協力を戴いた試作課

堀口民､ガラステープの処理に御協力された絶縁線課の

関係者及び日立製作所山崎工場の関係者､種々御協力を

戴いた試作課下山田氏に深く 謝する｡
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田 中

スキ､ソプ巻上装置に於ける計量未､ソパーの扉操作装置

スキップが上昇をはじめ､シフタ←Aが閉鎖位置に

ある開放用操作杵の先端部に当り､これをピンを中心と

して反時計方向に回転すれば､それにともない揺動片が

時計方向に揺動され､同時に弁軸と一一体の弁休も時計方

向に回転する｡文閉鎖用操作粁ほ弁割と共に時計方向に

回転し開放位置に来る｡この場合､弁体の切換路ほ鎖線の

状態カ､ら実線の状態となり､圧縮 からの再三気は連絡口

㌢ら操作用シリンダの右側に流入し､シリンダのは排気

楕込設備側面図
扉操作用t刀換弁

弁休

扉操作用シリンダ 切換路

一転一覧臥口
ー寸~

□

~ ＼

----l---′『

連絡

u

梯気口

l刀攻路
扉頒作用t刀政弁及びシリンダ

旋

連絡口を経て排気口から排出される｡そこで計量ホッパ

ーの屍が開き､そのり1の石炭ほスキップに落~1ごし積込み

が行われる｡更にスキップが上昇し､シフダーBが閉鎖

用操作杵の先端部に当りこれを反時計方向に回転して閉

鎖位置の状態にもどせば､前記各部分がそれぞれ前と反

対の作用をして計量ホッパーの騒が閉じ､ 込みは止

む｡それからスキップは所定の所まで巻上げられる｡な

おスキッブを巻下げる場合は､切換弁が操作されないよ

うに両操作粁の先端部ほ､それぞれピンを中心として時

計方向へ揺動し得るようにしておく｡

この発明 置は､上に述べたように構造が簡単で､計

畳ホッパーの尿をスキップの動きに関連して巨動的に開

閉し､スキップに所定量の

来る｡

開放 位置

込みを確 に行うことが出

(冨 田)

扉模作同書刀換弁側匿




